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内容の要旨及び審査の結果の要旨
【目的】エンドトキシンはサイトカイン反応を誘導し、血圧低下・ショックａ代謝性アシドーシスか
ら臓器不全をひきおこす｡リクセルはβ２マイクログロブリンを吸着する血液浄化器であり、サイト
カインの吸着にも有用と云われている｡われわれはラットのエンドトキシンショックモデルを用いて、
リクセルによる血液浄化法が生存率やサイトカイン反応に及ぼす効果を調べた。
【対象および方法】ＳＤ系雄ラットにエンドトキシン（１５m９．ｋｇ~'）を静脈内投与した後、無作為に４
群（各群１１=１３）に分けた。血液浄化法を行わないＥ群、リクセルを含まないカラムで血液浄化法を行
うDHP群、エンドトキシン投与２時間後からリクセルを用いて２時間の血液浄化法を行うLPT群、エ
ンドトキシン投与１５分後からリクセルを用いて２時間の血液浄化法を行うＬＴ群の４群とした。
循環動態（血圧・心拍数)、動脈血ガス分析、全血乳酸濃度、血漿サイトカイン濃度（TNF－α、IL-6、
IL-1β）を測定し、８時間後の生存率を調べた。
【結果】８時間後の生存率は、Ｅ群８％、DHP群１５％、LPT群54％、ＬＴ群77％であり、ＬＴ群とLPT群
ではＥ群よりも有意に高かった（P<0.02)。LPT群とＬＴ群の血圧低下は有意に少なかった。Ⅲ群のサ
イトカイン濃度はＥ群よりも低く、LPT群はＥ群と差がなかった。ＬＴ群ではｐＨの低下と乳酸濃度の上
昇が抑制された。
【考察】エンドトキシン投与直後からのリクセルによる血液浄化法（LT群）により、血漿サイトカイ
ン濃度の上昇と血圧低下はいずれも抑制され、生存率が改善した。この機序として、リクセルによる
炎症'性サイトカインの除去が考えられた。また，エンドトキシン投与２時間後からのリクセルを用い
た血液浄化法（LPT群）により、血漿サイトカインの上昇は抑制できないが血圧は維持され、生存率
も改善した｡エンドトキシンによって誘導される活性物質はサイトカイン以外にも多数知られており、
そのいくつかは循環抑制作用を示す。リクセルはこれらの活性物質についても吸着作用を示す可能性
が示唆された。
【結論】ラットのエンドトキシンショックモデルにリクセルによる血液浄化法を早期に実施すること
によって､サイトカイン反応は抑制され､生存率が大きく改善した。リクゼルを用いた血液浄化法は、
エンドトキシンショックに対する有効な治療法となる可能性が示された。
本研究は麻酔･集中治療医学の進歩に貢献する優れた業績であり、博士号に値するものと評価した。
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